
令和６年１０月 

北名古屋水道企業団 
北名古屋水道企業団 
〒481-0005 

愛知県北名古屋市薬師寺山浦１番地１ 

☎0568-22-1251(代表) FAX0568-22-7790

広報別冊 

 安心で安全な水道水の供給を持続します。 

◆「中央配水場」は、企業団の創設期である昭和４４年から昭和４８年に建設さ

れ、５０年以上が経過しています。 

「師勝配水場」と「豊山配水場」は、第１期拡張期の昭和５２年から昭和５３

年に建設され、４５年以上が経過しています。 

また、中央配水場で受水した愛知県水道用水供給事業(県営水道)の水道水を師

勝配水場へ送る「送水管」についても、昭和５３年の布設から４６年が経過して

おり、配水施設と同様に老朽化が課題となっています。 

現在、本企業団では、配水場から避難所や病院などの重要給水施設への配水管

(水道本管)において、令和４年度に策定した「管路再整備計画」に基づき更新工

事を進めていますが、配水施設の更新についても、令和３年度に策定した「配水

場施設等更新計画」に基づき、管路と並行して更新工事を進めていきます。 

◆「配水施設」とは、配水池や配水ポンプ、受変電設備、電気計装設備、自家発電設備など、水道水を供給す

るために必要不可欠な設備を有した施設(配水場)のことです。 

北名古屋水道企業団では、昭和４４年の発足以降、これらの設備を整備し２４時間３６５日、皆さまに水道

水をお届けしています。 

 配水施設とは 

 本企業団の現状 

 施設の更新と統合 

◆「配水場施設等更新計画」の概要は、現在の中央配水場の配水機能を拡張し、

「新中央配水場」として稼働させた後に、師勝配水場と豊山配水場を順次廃止し

ていくものとなっており、計画期間は２０年としています。 

３箇所の配水場を、県営水道の受水点がある「新中央配水場」１箇所に統合す

ることにより、師勝配水場への送水管の更新を無くせるほか、各配水場にかかっ

ていた様々なコストを軽減させられるなど、多くのメリットがあります。 
※下図及び中面参照

中央配水場の更新にあたっては、今の配水機能を維持しながら実施する必要

がありますが、現在の中央配水場には新たな配水施設を建設する余剰地がない

ことから、隣接する土地に配水池やポンプ施設などを建設し、配水機能を拡張し

た後、現在の機能を停止する流れとなっています。 

中央配水場 

師勝配水場 

中面に 

概要を 

掲載→ 

 本企業団の配水場 

◆ 北名古屋水道企業団には、下記の３箇所に配水場 (配水施設)があり、給

水区域内の皆さまへ加圧ポンプによる配水を行っています。各配水場にお

ける井戸水の浄水に加え、愛知県水道用水供給事業(県営水道)より受水し

た水道水を供給しています。

・中央配水場
〒481-0005 北名古屋市薬師寺山浦1 番地1

・師勝配水場
〒481-0004 北名古屋市鹿田天井田16 番地

・豊山配水場
〒480-0202 豊山町大字豊場字前池118 番地

(令和3 年3 月に井戸の取水を停止) 
豊山配水場 

 なぜ更新が必要なのか 

◆ 老朽化により、配水施設の不調や基幹管路で漏水等の事故が起きると、広範

囲で⾧時間にわたり断水となるリスクが高まります。老朽化した配水設備や基

幹管路を順次更新していくことにより、重大事故のリスク軽減が図れます。

さらに、老朽化とともに懸念されるのは、今後起きることが予測されている巨

大地震です。配水施設の耐震性については、配水池は耐震補強工事を行ったこと

で一定の耐震能力を有していますが、配水池に連結する管路や、水を送り出すポ

ンプ施設については耐震能力を有していません。このため、防災、減災の観点か

らも、更新工事は必要不可欠と考えます。 
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北名古屋水道企業団ホームページ 

https://www.kn-suido.jp/ 

中央配水場 

豊山配水場 

師勝配水場 

中央配水場の施設を更新し、「新中央配水場」 へ 

配水池や配水ポンプ
などの施設を新設 

老朽化した配水ポン
プなどの施設を廃止 

老朽化した配
水池を廃止 

老朽化した配
水池を廃止 

配水池を新設 

「配水場施設等更新計画」 の流れ(計画期間２０年) 

◆ 新中央配水場 : 新配水池１号築造 

管理棟築造 

◆ 師勝配水場  : 配水ポンプ更新 

自家発電設備更新 

計装機器更新 

新中央配水場 

◆ 新中央配水場 : 配水ポンプ新設(東系統) 

受変電電気機器新設 

◆ 師勝配水場  : 運用 

◆ 新中央配水場 : 既設配水池取壊し 

新配水池２号築造 

◆ 師勝配水場  : 運用 

◆ 新中央配水場 : 配水ポンプ新設(西系統) 

受変電電気機器新設 

自家発電設備移設 

◆ 師勝配水場  : 運用 

◆ 豊山配水場  : 廃止 

◆ 師勝配水場 : 廃止 

新配水池
１号 

新配水池
２号 

配水ポンプ 

フェーズ１ フェーズ２ フェーズ３ フェーズ４ フェーズ５ 

・「配水場施設等更新計画」は、ホームページに詳細を掲載しており

ます。 

・「配水場施設等更新計画」、「管路再整備計画」の概要については、

ホームページに掲載の「水道ビジョン」でもご覧いただけます。 

・近隣のお客様へは、地元説明会の実施や着工前にチラシ等で工事

日程などをお知らせするなど、十分な周知を行ってまいります。 

・工事期間中は、騒音、交通規制等でご迷惑をお掛けいたします

が、ご理解とご協力をお願いいたします。 


	表面 はみ出しあり
	裏面地図 2

